
毎週木曜日　 　 ❶ 9  時～ 　　　❷ 10 時 30 分～

第 2・4 火曜日　❶ 13 時 30 分～  ❷ 15 時～

※祝休日・年末年始を除く　　※相談時間は約１時間です

相談日

市民協働課　☎ 054-626-1178　

月～金曜日（祝休日・年末年始を除く）

午前８時 30 分～午後５時

予約・

問合先

読者の声
Aしおかぜ前号（60号）へ読者からご意見・ご感想が寄せられました。

ありがとうございます。 60号は市ホームページからもご覧いただけます。

【しおかぜHP】 http://www.city.yaizu.lg.jp/a_shiokaze/index.html

QRコードから

アクセスも

できます。

　
聖
徳
太
子
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
、
日
本
で
一
番
最
初
に
僧
侶

に
な
っ
た
方
は
、
善ぜ

ん

信し
ん

尼に

と
い
う
尼
僧
で
す
。
そ
し
て
日
本
で
初

め
て
の
留
学
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
小
野
妹
子
よ
り
20
年
早
い
留

学
だ
そ
う
で
す
。
善ぜ

ん

信し
ん

尼に

は
留
学
よ
り
戻
る
と
、
日
本
の
仏
教
興

隆
に
尽
力
し
、
日
本
の
仏
教
を
創
業
し
た
人
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
活
躍
を
し
た
そ
う
で
す
。
す
ご
い
で
す
ね
。
私
は
尼
僧
な

の
で
、
こ
の
お
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
当
時
は
男
女
の

僧
侶
は
同
じ
ぐ
ら
い
い
て
女
性
も
活
躍
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
今
の
日
本
社
会
は
女
性
の
社
会
進
出
が
先
進
国
の
中
で
低
く
、

日
本
経
済
の
低
迷
は
女
性
の
社
会
進
出
の
し
づ
ら
さ
に
あ
る
と
い

う
の
を
本
で
読
み
ま
し
た
。
女
性
の
能
力
を
出
せ
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
3
月
11
日
、
晋し

ん

山さ
ん

結け
っ

制せ
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
林
泉

寺
の
住
職
と
な
り
ま
し
た
。
お
仕
事
に
男
女
の
差
別
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
仏
教
会
等
で
会
合
に
出
か
け
た
り
す
る
と
、
男
性

社
会
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
尼
僧
で
あ
る
視
点
で
役

に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
地
域
の
お
寺
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
7
年
前
か
ら
月
1
回
の

写
経
と
座
禅
、
週
1
回
の
寺
子
屋
を
始
め
ま
し
た
。
特
に
寺
子
屋

は
、
お
寺
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
子
ど
も
に
お
寺
に
親
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
力
を
注
ぎ
、
毎
週
月
曜
日
午
後
3
時
よ
り
5

時
、
焼
津
西
小
学
校
の
校
長
先
生
に
許
可
を
も
ら
い
、
4
年
続
け

て
き
ま
し
た
。
今
は
コ
ロ
ナ
で
2
年
近
く
休
み
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
収
束
し
た
ら
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
寺
子
屋
は
、

「
宿
題
を
し
て
、
お
菓
子
を
も
ら
い
、
友
達
と
遊
ぶ
。
」
そ
れ
だ
け

で
す
が
、
放
課
後
、
親
御
さ
ん
が
安
心
で
き
る
、
ま
た
子
ど
も
に

と
っ
て
の
居
場
所
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
多
い
時
に
は
45
人
程

の
子
ど
も
が
来
ま
し
た
。
少
し
遠
く
か
ら
自
転
車
で
来
る
子
や
、

車
で
送
っ
て
も
ら
う
子
も
増
え
、
寺
子
屋
が
少
し
ず
つ
認
知
さ
れ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
お
寺
自
体
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
の
お

寺
と
し
て
の
役
割
も
果
た
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林
泉
寺
（
八
楠
）

住
職
　
土
井
　
佑
禅
さ
ん

リ
レ
ー

リ
レ
ー

　

エ
ッ
セ
イ

　

エ
ッ
セ
イ

尼
僧
に
な
っ
て
21
年

◎サウザンブックス社　2018年

◎パトシリア・ポラッコ　絵・文　中川亜紀子　訳

◎合同出版　　2021年

◎デイヴィッド・ロバーツ　著　富原まさ江　訳

◎朝日新聞出版　2019年

◎スローマリッジ取材班　著

女性同士のカップルが人種の

違う3人の養子を迎え、愉快な

日々を送る様子が温かなタッ

チで描かれたLGBTQの絵本で

す。典型的な家族とは違いがあ

りますが、そこにはふたりのママ

の愛情がたくさん溢れています。

イギリスでは1928年に全ての女

性が初めて選挙権を取得。そこ

には60年余りの長きにわたる熱

き女性たちの戦いがありました。

自分の信念に従って行動する女

性たちの真実の物語を素敵なイ

ラストと共に楽しんでください。

50歳前後で「結婚」という新たな

人生のくくりに飛び込んだ、12人

の勇気と希望の言葉であふれた

経験談。恋愛結婚も様々なケー

スがあり、それだけ世の中が多様

化、寛容化している時代になった

と感じさせられることでしょう。

子どもから大人まで子どもから大人まで

ふたりママの家で サフラジェット
平等を求めてたたかった女性たち

50歳から結婚してみませんか？

※紹介した本は焼津・大井川図書館で借りることができます。※紹介した本は焼津・大井川図書館で借りることができます。

※紹介：焼津市立黒石小学校　学校司書　柴　千寛※紹介：焼津市立黒石小学校　学校司書　柴　千寛

小学生から対象 中学生から大人まで対象 大人向け対象

A しおかぜのご感想や、市内で活動する団体、事例等の情報をお寄せください。

皆様からの声が編集部を支えます。

市民協働課　〒 425-8502　焼津市本町 2-16-32　  kyodo@city.yaizu.lg.jp

読者の声
募集中

学校でも男女分けることはほとんどなく

なり、名簿も男女混合名簿を使い、男

女問わず「さん」付けで呼びます。「男

だから、女だから」という生き方ではなく、

「自分に合った自分らしい生き方」をこ

れからの子どもたちには大切にしてほし

いと願っています。 （30 代）

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」

という考え方に対して賛成、どちらかといえ

ば賛成と答える方がまだまだいるということ

に驚きました。男女関係なく、ライフスタイ

ルに合わせて、夫・妻が助け合い、できるこ

とをやっていく、男女共同の考え方がもっと

広まっていくといいと思います。 （50 代）

清流館高校の制服の選択

制は素敵な取り組みだと

思いました。小さい時か

ら多様性を認め、互いを

大切にすることが男女共

同参画社会につながると

思います。　　　（40 代）

※広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。カエル探し答え：18匹　次号は７月１日に発行します。カエルクイズも楽しみにしてね♪　
詳しくはHPまたはFacebookで ➡〈HP〉 http://www.city.yaizu.lg.jp/kyosei/a-shiokaze-no61.html 〈Facebook〉https://www.facebook.com/yaizu.kyodo.style/④
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さ
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ら

　市では、女性が抱える悩み（夫婦のこと、生き方のことな

ど）を女性相談員（カウンセラー）が面談して共に考え、

解決のお手伝いをする「女性相談室」を開設しています。相

談は無料、予約制です。まずはお気軽にご利用ください。


